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保育所に子どもたちを送る 保育所に子どもたちのお迎え
子どもたちと就寝

勤務
朝食 夕食・お風呂

業務は 16 時ごろまで。打合せや手続き代行により変動することもあるそうだが、子どもたちのお迎えは 17 時を目処に
している。睡眠時間をたっぷりとることが活動の源！

1980年、福岡県生まれ。大学生の
とき札幌で過ごし、大阪で就職。
2005年結婚、2007年退職して札幌
へ移住。現在、行政書士法人エニシ
ア（http://www.anyci-a.com/）
に勤務し、北海道ママさん行政
書士の会（http://mama-gyousei.
jimdo.com/）としても活動

PROFILE

　育児をしながら勉強し、2011 年に行政書士として開業し
ました。妊娠・出産をしたとき、妊娠中の母子手帳の受け取
りや産後すぐの出生届の提出など、妊産婦の体がつらい時期
に役所へ出向かなければならないことに疑問を感じた経験か
ら、同じように困っている妊産婦の行政手続き代行サービス
を開始。このほか、子育てに関わる人々をサポートする業務
をしたい、団体として活動のＰＲをしたいと考えていたとき、
同じく子育てをしながら行政書士として活動する伊藤順子に
出会いました。すぐに意気投合して「北海道ママさん行政書
士の会」を立ち上げ、法律講座などのイベント「Mama Ciao

（ママチャオ）」を行っています。また、遺言書の作成や相続
の手続きなど暮らしの困りごと相談をはじめ、起業相談など
幅広く対応。これからも頑張るママさんの快適な暮らしを応
援していきたいですね。

身近な法律家として活動しています
暮らしの困りごとは気軽にご相談を

早起きして、ひとりで新聞を読む
こと。新聞や本を読むのは情報
収集だけではなく、気持ちの切
替もできるので大切にしていま
す。ただ、子どもが起きてしまう
と、なかなか時間が確保できま
せんが。あと、お酒を飲むのも好
きですね。

2013年に設立した行政書士
法人エニシアに勤務しており、
行政機関への許認可申請や
届出の代行を主にしています。
また「北海道ママさん行政書士
の会」の代表でもあり、セミナー
の開催などを通じてさまざまな
情報を発信。行政書士の認知
度向上をめざしています。
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❶

プライベートの過ごし方

現在の仕事（活動）について
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札幌には元気で意欲的な女性
がたくさんいると感じています。
もっと女性たちが社会に出て行
くことで、北海道経済の活性化
に繋がるのではないでしょうか！

性別に関係なく、多様な価値観
をもつ人が活躍できる社会が
理想だと思います。そのために
も、まずは女性が積極的に行
動できる社会になるといいので
はないでしょうか。

仕事・家庭のバランスをとりなが
ら、長く働き続けていきたいで
す。それによって、地域やママさ
んたちの支え・励みになるとうれ
しいです。

「何かやってみたい！」と思ってい
る女性はたくさんいると思いま
す。北海道ママさん行政書士
の会では、「起業ママへの第一
歩」という講座を開催しており、
毎回多くの方に参加していただ
いています。まずは行動してみて
ください。そして困ったことは相
談してください。

長時間勤務を前提とした企業
社会の是正。母親だけでは、育
児はできません。父親を含め、
多くの手で子育てするためにも、
もっとワーク・ライフ・バランスの
意識が浸透することが必要かと
思います。また、病児保育施設
が増えてもらえると助かります。

アレルギーを持つ子供がいるの
で、食事については配慮してい
ますが、仕事との両立について
は、特別な工夫はしていません。
職場の仲間や保育所、夫の助
けでなんとか仕事も育児も続
けられているので、日々感謝の
気持ちは忘れないようにしてい
ます。

昨年、整理収納アドバイザー
の方とともに、老後に備える
身辺整理に関するセミナーを
各地で開催し、大変ご好評を
いただきました。女性ならでは
の視点であり、また生活者の
視点をいかした企画だったと
思っています。

契約書作成や記帳代行、行
政手続き代行のほか、遺言書
作成サポートなどをしています。
どれもお客さまの大切な手続
きをお任せいただいているので、
「助かりました。ありがとう」の一
言をいただくと、お役に立てたと
いう実感があり、やりがいを感じ
ます。

❶ ❷ ❸

❹

活動を望む女性へのメッセージ今後の目標・展望など社会で女性が活躍することについて札幌を拠点に活動することについて

女性が活動する上で不足していること仕事と家事の両立で工夫していること忘れられないエピソード「やりがい」だと感じられること

暮らしの安心をサポートする行政書士

❶「北海道ママさん行政書士の会」の副代表 伊藤順子（右）とともに
❷長男はベビーカー、次男はおんぶで保育所へ送り迎え（開業 1 年目当時）
❸セミナー開催風景
❹起業をめざすママさんたちのランチセミナー風景
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